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たもので，緒論，第 1 章~第 5 章および結論より構成されている。
緒論では，本研究の目的と意義について述べている。
第 1 章では， 10 メチルアクリジニウムイオンとアルケンとの間の光電子移動を経由する炭素-炭素結合生成反応お
よび酸素酸化反応を行い，アルケンのラジカルカチオンの求電子付加，脱プロトン化，および酸素化反応の反応性を
明らかにしている。









































(9) ケテンシリルアセタールがキノン類および NAD+ 補酵素類緑体に対して付加する際，電子移動を経る場合と極性
付加する場合とでその付加位置選択性が異なることを見い出している。
(10) ラジカルアニオンを光励起することでその電子供与性が，基底状態の場合に比較して高まるため，光励起状態か
ら比較的弱い電子受容分子への電子移動反応が進行することを見い出している。
以上のように本論文は，アルケン，アノレキル芳香族，および有機ケイ素，スズ化合物などの電子移動反応をそれぞ
れ適切な条件で行うと，選択的な結合生成が進行することを見出すとともに，これらの結合生成反応を用いてラジカ
ルイオンの反応性を明らかにしたものである。これらの成果は有機光化学および有機合成化学の分野の発展に寄与す
るところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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